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汎用コンピュータシステムの更新について

汎用コンピュータシステムの更新について

鹿川佐千男*

1　はじめに

現在の汎用コンピュータシステムM-1800/20Uは平成8年1月に導入されました。平成12年1月の

導入に向けで作業を進めています。平成10年8月のシステム検討委員会において仕様策定委員会が設

置され, 11月に資料提供招請に関する公表と導入説明会を行い, 3月に意見招請に関する公示と仕様

書案説明会を開催しました。 4月に入札公告の官報公示, 5月に入札説明会, 6月に入札後,技術審査

委員会にて審査,そして8月3日改札,落札され,現在,落札業者と導入に向けてのミーティングを進

めています。

2　新汎用コンピュータシステムの概要

新汎用コンピュータシステムの詳細や新システム-の移行に必要な情報は,センターニュース,セン

ター広報,講習会等で広報します。その概略は以下の通りです。

(1 )汎用UNIXサーバ:富士通株式会社製GP7000Fモデル900

現有のM-1800/20Uとライブラリサーバの機能のうち, Fortranプログラム開発や各種アプリケー

ションの実行など数値計算やデータ解析に関する部分を受け継ぐものです　CPUはSPARC64-GPプ

ロセッサ(300MHz)が64台, 64GBの共有型主記億,オペレーティングシステムはSolaris 7が動作
します。

図1:汎用UNIXサーバGP7000Fモデル900
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巻　頭　言

(2)端末サーバ:富士通株式会社製GP7000Fモデル200

電子メイルサービス,ネットワークサービスを受け継ぎます。 CPUは2台のSPARC64-GPプロセッ

サ(250MHz), 256MBの共有型主記億,オペレーティングシステムはSolaris 7です。また,アセン

ド・コミュニケーションズジャパン株式会社製の回線制御装置としてMAX6000を導入し,従来よりも

ネットワーク接続サービスを向上させます。

その他に,利用者認証等を担当する利用者管理サーバおよび課金情報処理等を担当する運用管理サー

バを導入します。

3　新システムの考え方

今回の置き換えの一番大きな変化は, Mシリーズのような大型汎用機から,並列UNIXサーバ-の

移行です。

従来利用してきたMシリーズは安定したシステムであり,事務系,金融系において使われ続けていま

すが,新規の科学計算アプリケーションは開発されていません。一方,ワークステーションやパーソナ

ルコンピュータの普及と性能の向上により,小規模の計算については個々の研究室の計算機で時間をか

ければ計算できるようになっています。本センターは3000名以上の研究者により,それぞれの目的に

応じて利用されていますが,センターの重要な任務の一つは,このような個々の研究室単独では実現で

きない,大規模数値計算の高速処理環境の提供です。ベクトル計算を主とする利用者には,スーパーコ

ンピュータVPP700/56により,高速化の環境が提供できていますが,スカラー計算を主とする利用者
には十分な環境が提供できていません。次期汎用コンピュータシステムに求められるものは,高速スカ

ラー計算機能,多数のCPUによる並列化,大容量の主記憶,そして各研究室に普及しているワークス

テーションとの親和性です。

このような科学計算の要求の高度化に対応できるものとして,並列UNIXサーバを導入します。こ

れまでMシリーズで実行されてきた主な仕事であるFortranやSAS, SPSSなどを引き継ぐことがで

ます　M-1800/20Uでは2CPUしかなく,実質的に扱えなかった並列化が,今回の置き換えにより,

CPUは64台となり実現できます。また,主記憶がM-1800/20Uでは1GBであったの対し64GBとな

り,扱えるデータサイズも大きくなります。研究室のワークステーションで開発される科学計算のシス

テムを,センターの並列UNIXサーバで稼動させることにより,スケ-ラビリティのある科学計算の環

境として利用していただきたいと考えます。

4　おわりに

ファイルシステムについては,今年3月に別途導入した大容量ファイルサーバに1.6TBの容量があ

り,スーパーコンピュータからも今回導入する汎用UNIXサーバからも共通的に利用できます。スーパー

コンピュータ調達の作業も,平成13年1月導入に向けて進めています。計算機システムの更新の他に,

情報基盤センター-の改組の概算要求を行っています。

従来M-1800/20Uでは, UNIX系OSであるUXP/MとIBMMVS型OSであるMSP/EXの2つ
のOSのサービスを提供してきました。今回の置き換えによりIBM MVS型OSのサービスは停止しま

す。今回の更新は,センターも計算機技術,情報通信技の進歩に対応しなければならないと考えての対

応です。移行のための情報や講習会案内は順次広報します。利用者の研究支援に努めて参りますので,

ご理解をよろしくお願いいたします。
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